
1 専門教育科目の構成
1．生活文化デザイン学科の教育目的
　生活文化デザイン学科は、生涯を通して私たちが直
面する生活に関わる諸問題を、「環境」「文化」「デザイン」
の視点を軸に総合的にとらえ、次世代のライフスタイ
ルを広く社会に提案できる専門性と実践力をもった人
材を育てることを目的としている。具体的には 4年間
を通じて、家族、衣食住などの生活と経済、環境、地
域コミュニティ、それらの歴史と文化、建築・インテ
リア等デザインを学び、より質の高い生活（ハイ・ク
オリティ・オブ・ライフ）を実現するために必要な考
え方、知識、技能を修得する。
　将来は、ライフスタイルにあった住まいを提案でき
る建築家やインテリアプランナー、時代のニーズに応
えられる生活文化関連企業の企画担当者、生活の豊か
さを伝えられる家庭科教員、地域に貢献し、そこで生
活する人々を支援する公務員になる道も開かれる。21
世紀型のライフスタイルを創出・実現する新たな視点
を磨く学科である。

2．生活文化デザイン学科の特徴
　生活文化デザイン学科には次の５つの大きな特徴が
ある。
①［幅広い学問体系］
　広く生活全般にかかわる文化事象や社会問題、生
活を取り巻く環境を、個人や家族、地域等の重層的
なレベルから分析する。そのため、文系・理系の枠
にとらわれず、人文・社会科学系から環境科学系ま
で学際的で幅広い学問体系が用意されている。

②［＜自分の専門＞を創出］
　生活にかかわる事象を総合的に捉えつつ、個々の
専門性を高めることができる。専門科目の柱として、
「専門基幹科目」がある。このなかに、「生活文化系
科目」群と「建築・インテリアデザイン系科目」群
の二つの科目群があるが、コース制ではない。一人
ひとりの関心に応じて履修することにより、＜自分
の専門＞を創出し、深めることができる。

③［多様な研究手法とプレゼンテーション技能］
　文献・社会調査、実験など多様な情報収集・分析
技術、コンピュータを用いた解析やプレゼンテーショ
ンの技能が修得できる。

④［キャリアデザイン科目を設置］
　習得した専門性を将来の人生に確実に活かせるよ
う、キャリアデザイン科目を設置し、職業観の養成、
生活と労働の法律、企業・業界研究等を学ぶ。

⑤［学生主体の生活文化デザイン学会］
　生活文化デザイン学科の学生（院生を含む）と教
職員からなる生活文化デザイン学会は、学生主体で
運営され、研修旅行、就職セミナー、学会誌の発行
などの活動を活発に展開している。

3．教育課程の特色
専門基礎科目…各分野の基礎的知識を幅広く学ぶと同時

に、文献・社会調査などの研究手法や情
報処理の理論から実践までを学ぶ。

専門基幹科目…家族と社会とライフコース、生活と経済
とマーケティング、服飾、生活造形を学
ぶ生活文化科目群と、住環境関連の諸科
学を中心に生活環境と建築に関する専門
知識・技能を学ぶ建築・インテリアの科
目群がある。

卒 業 研 究…3年次からゼミに所属し、卒業論文・卒
業設計のいずれかに取り組む。

◉卒業研究のテーマ例
・若者の選択的夫婦別姓観−在仙大学生のケース−
・東日本大震災と家庭科教育
・慢性期病棟患者の入院生活様態に関する考察−精神
科病院の看護拠点のあり方に関する研究　その１−
・服飾における Japonism−着物による影響−
・昼光照明を利用した学校建築の光環境に関する研究
・日本の現代建築における水面の役割について
◉卒業設計のテーマ例
・劇場街区 S-east −仙台に演劇文化を根付かせる劇
場空間の提案−

・ON THE CLOUDS−高さ1000m人口３万人の
超々高層建築−

2 履修方法
◆卒業要件単位
　卒業するためには、以下の要件を満たし、合計124
単位以上履修しなければならない。

１）一般教育科目
　一般教育科目は 36単位以上履修すること。その科
目内訳は以下のとおり。
◉必修科目（計36単位）
１年次：「キリスト教学」、「キリスト教と現代社会」、

「基礎演習」、「日本語演習」、「女性と人権」、
「音楽の世界」、「社会保障と福祉」、「教養講
義Ａ」、「自然科学入門」、「英語コミュニケー
ションⅠ・Ⅱ」、「体育講義」、「体育実技」

２年次：「教養講義Ｂ」、「総合コース」（Ａ〜Ｅのな
かから１科目選択）、「英語リテラシーⅠ・Ⅱ」

３年次：「科学技術論」
３〜４年次：「特殊研究」（２科目選択）

◉選択科目
１年次：「ドイツ語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」、「ド

イツ語リテラシーⅠ・Ⅱ」、「フランス語コ
ミュニケーションⅠ・Ⅱ」、「フランス語リ
テラシーⅠ・Ⅱ」、「中国語コミュニケーショ
ンⅠ・Ⅱ」、「中国語リテラシーⅠ・Ⅱ」

２〜４年次：「スキルアップ英語」、「スキルアップド
イツ語」、「スキルアップフランス語」、
「スキルアップ中国語」

２〜３年次：「実践フランス語Ⅰ」、「実践中国語Ⅰ」
３〜４年次：「実践フランス語Ⅱ」、「実践中国語Ⅱ」
３年次：「日本国憲法」
４年次：「キャリア形成論」
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◉自由科目
１〜４年次：「シーズンスポーツ」
２〜４年次：「スポーツ」

２）専門教育科目
　専門教育科目は以下の要件を満たし 82単位以上履
修すること。その科目内訳は以下のとおり。
①「専門基礎科目・理論科目」から 14単位以上履修
すること。

②「専門基礎科目・実践科目」から 10単位以上履修
すること。

③専門基幹科目のうち、「生活文化系科目」「建築・イ
ンテリアデザイン系科目」のいずれかの科目群から
24単位以上、専門基幹科目全体から34単位以上履
修すること。

　なお、以下も履修すること。
①キャリア科目「キャリアデザイン」１単位を履修す
ること。

②「卒業研究基礎演習Ⅰ」「卒業研究基礎演習Ⅱ」「卒
業研究演習Ⅰ」「卒業研究演習Ⅱ」「卒業論文・設計」
計12単位を履修すること。

３）自由選択科目
　その他に、専門教育科目、一般教育科目、他学科指
定の開放科目、学芸員に関する科目の選択科目、及び
本学と協定を締結している他大学の単位互換科目から
６単位を履修すること。なお、学芸員に関する科目の
選択科目のうち「住宅文化史Ⅰ」「住宅文化史Ⅱ」「服
飾文化史Ⅰ」「服飾文化史Ⅱ」は生活文化デザイン学科
の学芸員課程に関する主要科目である。充実した学習
のために、両方履修しておくことを勧める。

◉キャップ制について
　キャップ制とは、授業の予習や復習など教室外に
おいて学習する時間を考慮し、単位の過剰登録を防
ぐため、学期間・年間に履修登録できる単位の上限
を設ける制度である。
　１年度あたり修得できる単位数は、前期、後期そ
れぞれ28単位、通年で48単位を超えてはならない。

◉積み重ねを必要とする科目
　次の科目は、特に密接な内容のつながりを相互に持っ
ているため、下位科目（開設時期が早い科目）を履修
しておく必要がある。
　同一科目でⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳとローマ数字がついてい
るものは、積み重ねを前提としている科目である。
　専門科目ではないが、外国語のⅠ〜Ⅱ、家庭科教育
法Ⅰ〜Ⅳは下位科目（開設時期が早い科目）を先に履
修することが望ましい。

家庭科教育法Ⅰ（2年）

家庭科教育法Ⅱ（2年）

家庭科教育法Ⅲ（3年）

家庭科教育法Ⅳ（3年）

（Ⅳは選択であるが、Ⅰ～Ⅳ全部で完結する内容になる）

　また以下の科目は、下位科目（開講時期が早い科目）
を先に履修することが望ましい。

製図基礎演習（1年）

CAD演習（1年）

デザイン演習Ⅰ（建築・インテリア）（2年）

デザイン演習Ⅱ（建築・インテリア）（2年）

デザイン演習Ⅲ（建築・インテリア）（3年）

デザイン演習Ⅳ（建築・インテリア）（3年）

建築環境学（3年）

建築設備（4年）

サスティナブルデザイン論（3年） 建築環境学実験（3年）

建築構造力学A（3年）

構造力学演習（3年） 建築構造力学B（4年）

建築設計製図系科目

環境・設備系科目

構造力学系科目

3 取得できる免許と資格
　生活文化デザイン学科の学生は、次の教育職員免許
状と資格を取得することができる。取得方法について
は、「資格・免許」（P109〜）を参照すること。

免　　　　　許：中学校教諭一種免許状（家庭）
高等学校教諭一種免許状（家庭）

資　　　　　格：「一級建築士」受験資格
「二級建築士」および「木造建築士」
の受験資格
「インテリアプランナー」受験資格
司書教諭
学芸員

　また、生活文化デザイン学科には、以下の資格の受
験対応科目が開講されている。

・インテリアコーディネーター
　インテリアのアドバイザー能力を証明する資格
・CAD利用技術者
　CAD活用能力レベルを認定する資格で2級は筆記
試験、1級は実技試験。在学中の取得も可能である。

・福祉住環境コーディネーター
　介護や医療の知識を備えた住環境コーディネーター
であることを示す資格。在学中の取得も可能である。
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・商業施設士
　店舗や展示場などのスペースデザインとその工事監
理能力を示す資格。商業施設士補は在学中の取得も
可能である。
・リビングスタイリスト
　インテリアをはじめとする住生活商品に関する適切
な説明や提案をする接客販売能力を示す資格。在学
中の取得も可能である。
・シックハウス診断士
　シックハウスを予防・解消するために、シックハウ
ス症候群についての幅広い知識を身につけ、住宅の
調査、室内空気環境の測定などを行い、専門家とし
てのアドバイスを行う。また住宅を新築・改築する
際に、安全で快適な住環境を提案、コーディネート
する資格。在学中の取得も可能である。
・キッチンスペシャリスト
　安全性や利便性、ファッションに配慮した、快適な
キッチン空間を提供する能力を示す資格。在学中の
取得も可能である。

4 教育課程表の記号について

・「卒業要件」…卒業に関わる授業科目

・「免許・資格」…免許・資格取得に関わる授業科目

必　修…………………………………………………………………… 	◎

選択必修（複数の科目から指定の単位数を必ず選択する）……… 	○

選　択（卒業要件単位）……………………………………… 	△

自　由（卒業要件単位には含まれない）…………… 	◇

教　職（中一種免・高一種免を両方取得希望者）必　修…… 	※
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5 教育課程表

生 活 文 化 デ ザ イ ン 学 科 教 育 課 程 表
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